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　前期三畳紀は、顕生代最大の絶滅事件
から生物多様性が回復していった時代で
ある。生物多様性が絶滅事件前の水準に
回復するのには1000万年を要したとも言
われ、それは他の絶滅事件と比べ極端に
長く、その原因も未解明である。
　本研究で扱う極東ロシア沿海州のラズ
ルナヤ・ベイ層（Lazurnaya Bay Fm.）、
ジトコフ層（Zhitkov Fm.）はその回復期
である前期三畳紀スミシアン（Smithian）
期～スパシアン（Spathian）期に浅海～沖
合で堆積した海成層であり、アンモナイ
ト等の化石を多く産出する。この豊富な
化石からは生物多様性の回復に関する多
くの情報が得られると期待される。その
情報を活かす為には高精度な年代層序の
確立が必要である。しかし、年代決定に
利用できるアンモナイトが少なく詳細な
年代区分には議論の余地が残る。したが
って、本研究ではアンモナイトによる生
層序に加え、炭素同位体比層序という当
地域では未研究の手法を用いて高精度国
際年代対比を目指す。
　炭素同位体比層序とは安定同位体の炭
素13／炭素12の比の変動パターンを利用
し地層の年代対比を行う手法である。地
層中の有機炭素は生物起源であり、地球
表層を包む大気・海洋系から供給された
ものである。その為地層中の炭素同位体
比は地球規模で変動し、そのパターンを
比較することで年代対比が可能である。
また前期三畳紀という時代は炭素同位体

比が激しく変動することが分かっており
、より高精度な年代対比が期待できる。
　現在の進捗状況としては沿海州アルチ
ョン（Artyom）、ジトコフケープ（Zhit-
kov Cape）の2か所にてルートマップ・柱
状図の作成、泥岩・アンモナイトのサン
プリングを行った。アルチョンでは約130 
mの柱状図を作成し、50 cm間隔で312個の
泥岩サンプルを採集した。また、いくつ
かのアンモナイト化石も採集した。ジト
コフケープでは約30 mの柱状図を作成し
、50 cm間隔で60個の泥岩サンプルを採集
した。採集した泥岩は同位体測定の前に
粉末化・酸処理等の前処理が必要であり
、現在処理を進めている。またアンモナ
イト化石に関してもクリーニング・同定
を進めている。
　今後の予定として、泥岩・アンモナイ
ト化石の処理を進め統合的な層序を確立
する。またロシア沿海州の前期三畳紀ア
ンモナイトは、卒業研究で扱った北上帯
のアンモナイトと類似しているため、大
沢層産アンモナイトの分類や年代対比も
再検討したい。
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